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1) ドイツ噌抑寺経済についての文献はさLあたり， Otto Goebel. Dcufsche Rohstoffwirtschψift 
im Weltk門 'eg，Stuttgart 19四; Alfred Muller， Die Kriegsrohstoffbewirtschaftung 
1914-1918 im Dienste d出品utschenMt.例日Ipolk，中itals，Berlin 1955; Alfred Schrbter， 
K門:egStaat MOJwtol.1914-1918， B世 lin1965; Gerald D. Feldman， Army lndustry 
and Labor in Germany 1914-1918. Princet岨 1966;Lothar Burchardt， Walther 
Rathenau und die Anfange der deutschen Rohstoffbewirtschaftung im Ersten Weltkrieg， 
in: Tradition， Jg. 15.， 1970; ]urg凹 Kocka，Klauengesellschaft 酔 L Kl円rRg 1.914 
1918， Gottingen 1973， Friedrich Zunkel， Ind削 trieund Staatssozialismus， Dusseldolf 






























2) L. Burchardt， a. a. 0.， S.170 
3) G. D. Feldman， op. cit.， p.46 
4) Ibid.， p.46プルヒャノレ卜の前掲論文はKRA設立の第 の功績がAEG申グイヒャル卜 フ
オン メー レンドルフにあることを立証するものであるが，ラ テナウに対するメー レシドルフ
。助言はAEGの銅調達が危機に瀕Lていることを示している(L.Burchardt. -a. a. 0.， S 
194.) 

























5) G. D. Feldman，噌 cit.，p. 47またかれは.KRA-戦時原料金社の組織が. rラー テナウ
の工笑再輔の哲学の応用であるJとも述べている。 (Ibid.，p. 49.) 
6) W. Rathenau， Rohstoffve回orgungDeu包chlands，in: GS Bd. 5， S.55 
7) W. Rathenau， Politische Auslese， in: GS Bd. 1， S.229 






















9) Willibald Gutsche， Dle B回 ehungenzwischen der Regierung Bethrnann-Hol1weg und 
dClIl Monopolkapital in den ersten Monat由 dese四 tenWeltkri噌 efl_Hahilitationsschrift 
Berlin 1967， zit; K. Gossweiler， a. a. 0.， S. 73 
10) G. D. Peldman， op. cit.， p.27 
11) W. Struve， 0.ρcit.， p.165-166 
12) A. Milller， a. a. U.， S.23 
1め だが石炭=鉄鋼業のように戦前から強固な独占組織をもっていた部門では，銑鉄連合，製鋼連
合，ライン ヴェストフア レン石炭シンクケ トなど既存の組織が戦時原料金社目指参議を代行
し，国家的掴制などのラ テナウの意図は貫徹しえなかった。戦時会社としての鉄中央有限会社
は古鉄処理だけの補助的組織にすぎなかった。
14) A. Muller， a ι0.， S.23-26 


























15) G. D. Felclman， o.ρ cit.， p.50 
16) W. Rathenau， a.a. 0.， S.41 
17) lbid.， S.55その場合， r戦時」というのは戦争に備えるというほどり意であろう。



















18) たとえば. i ドイツは侵略戦争のために国民中カを緊張させる目的で，わずか百か二百の金
融王または貴族，君ギの一味の利益の売めに. 6.600方の国民の全腫済政策を単 町中央機関か
ら指導することになった J (レーエン「国際社会主義委員会およびすべての社会主義政党にた




ニン全集j27巻，出2ベー ジ〉等々 . その意味で， ヲーテナウをドイツ国家独占資本主義り先駆
的イデオロ グと特徴づけることもできょう。 ちなみにかれは， すでに戦前に，電力と右油彩
てはじめとしてエネルギー産業自国営を提起した (W.Ra出回目， Uber ein Reichselktrizitats 
monopo! (1911)， in: NS Bd. 1， S. 165-177入そのねらいはエネルギ-Q)低額安定供給であっ
たe
19) W. Ratbenau， Politiscl，昭 Briefe，Dce5den 1929， S.37 
20) G. D. Feldman， op. cit.， p.50 










21) ラーテナウは自己の動機を「わが国の運命に関するもっとも純粋な心配」と言っている o (zit; 
L. Burchardt， a. a. 0.， S.188.) 
















と志向する)~金るム・レ会;子)~に対し，プルジョア的利害を貫徹する占品五占長的基盤の確立. . .  
を先決問題とし亡労市提携の反z ンカ←白路線を前面に押し出す新型りノルジ三アジー甲対抗関
係J(大野英ニ『ドイツ資本主義論』来来社， 1965年， 405ベ ジ〉と Lて現われる。しかしそう
した対立は，戦争が近づくにつれて解消に向かいつつあった(JurgenKocka， a. a. 0.， S. 63 




ausschus der Deutsch団 lndustrie)へり融合に示され，さらにヴアイマル期にはドイツ工業家




























任という形でつけら札た。 次いで1917年夏には重工業に対する「ほんものの突撃J(K. Go" 





































26) W. Rathenau， Die neue Wirtschaft， in: GS Bd. 5， S.254. 1917年ル アンドルフに対し
て示した期待ιまもな〈取り消している.


























27) lbid.， S.258 


























28) Ibid.. S. 221 
29) lbid.， S. 224 



















































































und seine Konze門w，1923， s.48f.)同じ垂直的結合とし、う志向ではあるが，ラ テナウはそ
れによって原料支配を意図し，重斗ヨ震に反撃されたのに対し，ラー テナウの構想に消極的なジー
メンスがラー テナウの政敵 H.シュティン不スと垂直トラスト Siemens-Rheinelbeδchuckert
Unionを結成するという歴史四皮肉はどう解釈すべきであろうか?
32) P. Berglar. a. a. 0.， S.172 ヲー テナウ自身も労働経済の問題の原則は「どわた人間も必要
であり，どんな道具も休んではならない」ことだと言う。 CW.Ra出印刷.Probleme der Fne 
denswirtschaft， in: GS Bd. 5， S. 78.) 
























33) W. Rathenau， Die neue Wirtschaft， in: GS Bd. 5. S. 243. 
34) Ibid.， S.243 
35) 1るid.，S. 245 
36) lbUi.， S. 245 
37) IbUi.， S. 188. 


























38) lbid.， S.241 
39) Ibid.， S.250 
40) P. Berglar， a. a. 0.. S. 198 
41) W. Rathenau， Probleme der Frieヨenswi:rtschaft，'in: GS Bd. 5， S.79 

























42) P. Berglar， a. a. 0.， S. lI:!4 
43)、N.Rathenau， Der neue Staat， in: GS Bd 5， S.304 
44) Ibid.， S. 291 
45) W. Rathf>nau， Aτbeit， in: GS Bd. 5， S. 334 
96 (96) 第 116巻第1.2号
ーテ体制を主張した。そのようなレ テ体制においてかれが望んだ ζとは，労
働者が「自己の利益のみでなく，経営・経済・国家の繁栄を望むし，望まねば






















46) lbid.， S. 318 
47) W. Rathenau，工erneue Staat. in; Gδ" .Hd. 5， S. 302 
48) W. Rathenau， Arbeit， in: GS Bd. 5， S.334. 
























49) W. Rathenau， Robstoffversο，rgung Deutschlands， in: GS Bd. 5， S.53 
50) 関口尚志「ドイツ草市とフプ γズムJ W経済学論集~34巻 2 号，および同氏 l'グァイマル=ナ
チス朝の『抽域開発構想国J.大野英二住宰一彦諸国実編『ドイツ資本主義の史的構造』有斐
閣， 1972年，参照。
51) W. Rathenau， V.町 1komm.enden Dingen， in; GS Bd. 3， S.260ー261



























53) 次稿では 第一世社会化委員会における「ラー テナウ提案」を分析する予定であ令。
